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自民党総裁選結果

計 589

1回目 得票数

高市　早苗

小泉進次郎

185

156

計 341

決選投票 得票数

1

2

3

4

5

高市　早苗

小泉進次郎

林　　芳正

小林　鷹之

茂木　敏充

183

164

134

59

49

自
民
党
の
新
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
高
市
早
苗
氏
＝
４
日
午
後
２
時
�
分
、
東
京
・
永
田
町
の
党
本
部

　
神
戸
大
卒
。
松
下
政
経
塾
、

民
放
キ
ャ
ス
タ
ー
を
経
て
�
年

に
無
所
属
で
衆
院
初
当
選
し
、

�
年
に
自
民
党
入
党
。
沖
縄
北

方
担
当
相
、
党
政
調
会
長
、
総

務
相
、
経
済
安
全
保
障
担
当
相

を
歴
任
し
た
。
�
歳
。
奈
良
２

区
、
当
選
�
回
。
無
派
閥
。

　
自
民
党
総
裁
選
は
４
日
、
党
本
部
で
投
開
票
さ
れ
、
高
市
早
苗
前
経
済
安
全
保
障
担
当
相
（�
）が

第
�
代
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
。
１
回
目
の
投
票
で
過
半
数
に
達
し
た
候
補
者
は
な
く
、
上
位
２
人
に

よ
る
決
選
投
票
の
結
果
、
高
市
氏
が
小
泉
進
次
郎
農
相
（�
）
を
破
っ
た
。
�
日
召
集
を
軸
に
調
整
が

進
む
臨
時
国
会
で
、石
破
茂
首
相
の
後
継
と
な
る
第
１
０
４
代
首
相
に
指
名
さ
れ
る
公
算
が
大
き
い
。

女
性
の
首
相
就
任
は
史
上
初
め
て
。
衆
参
両
院
で
少
数
与
党
の
中
、
政
権
安
定
化
に
向
け
た
連
立
枠

組
み
の
拡
大
が
焦
点
と
な
る
。

　
総
裁
任
期
は
、
石
破
首
相
の

残
り
任
期
に
当
た
る
２
０
２
７

年
９
月
ま
で
。
高
市
氏
は
幹
事

長
な
ど
党
役
員
人
事
に
着
手

し
、新
執
行
部
を
発
足
さ
せ
る
。

参
院
選
後
の
「
石
破
降
ろ
し
」

で
生
じ
た
党
内
の
亀
裂
修
復
の

た
め
、
挙
党
態
勢
を
構
築
で
き

る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
。

　
高
市
氏
は
論
戦
で
、
連
立
拡

大
を
首
相
指
名
ま
で
に
実
現
し

た
い
と
意
欲
を
表
明
。
「
責
任

あ
る
積
極
財
政
派
」
を
自
任

し
、
経
済
成
長
の
た
め
赤
字
国

債
の
増
発
を
容
認
す
る
な
ど
他

候
補
と
異
な
る
主
張
が
目
立

っ
た
。
保
守
層
を
意
識
し
た
外

国
人
政
策
の
強
化
も
公
約
に
入

れ
た
。

　
首
相
に
就
任
し
た
場
合
の
早

期
の
衆
院
解
散
は
否
定
し
て

い
る
。
靖
国
神
社
参
拝
を
続
け

る
か
ど
う
か
は
明
言
を
避
け
て

い
る
。

　
総
裁
選
は
石
破
首
相
の
退
陣

表
明
に
伴
う
も
の
で
、
林
芳
正

官
房
長
官
（�
）、
小
林
鷹
之

元
経
済
安
保
相
（�
）、
茂
木

敏
充
前
幹
事
長
（�
）も
立
候
補

し
た
。

����年（令和７年）��月�日（土曜日）


